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１．中川・綾瀬川の概要（流域の概要）

●中川は羽生市西部に水源を発しており、流域の東部を流下し、江戸川区で荒川へ と合流する。
綾瀬川は桶川市に水源を発し おり 流域 西部を流 し 葛飾区 荒川と合流する綾瀬川は桶川市に水源を発しており、流域の西部を流下し、葛飾区で荒川と合流する。

●利根川、江戸川、荒川に囲まれた低平地で、お盆のように降雨等が溜まりやすく、河床勾配が緩
やかなため、溜まった水が流下しにくい。

●東京都、埼玉県、茨城県にまたがり、流域内人口約333万人（H17）、流域内資産額52兆円に及ぶ。
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１．中川・綾瀬川の概要（市街化の進展）

●昭和３０年代以降、市街化が急速に進展し、平成17年には流域内の市街化率は50％に達している。

●低平地である中川・綾瀬川流域では、急速な市街化の進展が洪水流出量の増大と内水被害拡大
の要因となっている。

５％ ２６％ ３９％ ５０％５％ ２６％ ３９％ ５０％

昭和３０年 昭和５０年 平成２年 平成１７年

【開発が進んだ後】
○市街化による洪水増加

【開発が進む前】【開発 進む前】
雨水の大半は水田
やため池（遊水地域
等）に貯留される。

地表面が建物や舗装で
覆われる。

２

雨水は少しず
つ川に流れる。

雨水は一気に川に流れ
る。
※以前、遊水地域だったところにも宅地
開発が進んだことで浸水被害が増大



１．中川・綾瀬川の概要（出水の概要）

●昭和33年9月狩野川台風により流域の約30%が浸水するという甚大な被害を受けた。（この災害を契
機に、中川・綾瀬川の一部が直轄編入される。）

●昭和50年代、60年代や平成に入った後も、綾瀬川の下流部を中心に大規模な浸水被害が発生して
いる。

●近年においても 局地的集中豪雨や台風などによる降雨により 浸水被害を受けている

過 去 の 浸 水
浸水戸数：22,962戸 浸水戸数：31 431戸

●近年においても、局地的集中豪雨や台風などによる降雨により、浸水被害を受けている。

主　な　洪 水
流域平均総雨量
（mm/48hr）

被 害 状 況 等 浸水戸数：22,962戸 浸水戸数：31,431戸な 洪
（mm/48hr）

被 状 等

S33.9　狩野川台風 282.0
浸水戸数：41,544戸
浸水面積：27,840ha

S36　中川・綾瀬川の
一部を直轄編入

浸水戸数：13 107戸

春 部市中央 目地先（平成 年）草加市新栄 団地（昭和 年）

S54.10　台風20号 102.6
浸水戸数：13,107戸
浸水面積：1,030ha

S56.10　台風24号 196.5
浸水戸数：19,661戸
浸水面積：2,120ha

S57.  9　台風18号 210.4
浸水戸数：36,425戸
浸水面積：27,690ha
浸水戸数：22 962戸 春日部市中央1丁目地先（平成3年）草加市新栄町団地（昭和61年）

浸水戸数：1,273戸 直轄管理区間

流山市
松伏町

吉川市

千葉県

S61.  8　台風10号 196.6
浸水戸数：22,962戸
浸水面積：6,531ha

H  3.  9　台風18号 186.5
浸水戸数：31,431戸
浸水面積：9,236ha

H  5.  8　台風11号 180.4
浸水戸数：15,977戸
浸水面積：6,962ha
浸水 数

越谷市

八潮市

草加市

埼玉県

H  8.  9　台風17号 152.4
浸水戸数：2,825戸
浸水面積：2,469ha

H12.  7　台風  3号 159.5
浸水戸数：８２６戸
浸水面積：1,107ha

H16.10　台風22号 199.2
浸水戸数：1,273戸
浸水面積：1,029ha
浸水 数

岩槻市（現:さいたま市）西徳力（平成16年）

３

足立区

葛飾区

川口市

鳩ヶ谷市

H20.  8　集中豪雨 124.8
浸水戸数：2,108戸
浸水面積：574ha



２．事業の概要（これまでの改修内容）
●中川については、段階的な堤防整備を進めることとし、背後地の市街化が進行している下流部より暫定的な堤防

（計画高水位の高さ）の整備をしてきた（計画高水位の高さ）の整備をしてきた。
●綾瀬川については、昭和54年以降、５度にわたる激甚災害対策特別緊急事業等により河道拡幅や暫定的な堤防

（計画高水位の高さ）の整備を実施してきた。
●中川・綾瀬川は、低平地で自然排水がしづらいことから、強制的に周辺の江戸川、荒川に排水する放水路及び排

水機場を整備してきた水機場を整備してきた。
●これらの整備により、昭和50～60年代には浸水戸数が数万戸であったのが、近年では数千戸に抑えられている。

綾瀬川河道拡幅状況 完 成
中 川

事業及び計画 整備内容等

S53三郷放水路暫定通水
　　　　　　　（100m3/s）

S54.10　台風20号 綾瀬川河道拡幅状況

改修前川幅約30m 改修後川幅約

完 成

暫 定 計画高水位

綾瀬川激特事業採択 綾瀬排水機場建設、築堤護岸着手等

S55　工事実施基本計画
     建設事務次官通達（S55.5.15）
      「総合治水対策の推進について」
      中川・綾瀬川総合治水対策協議会発足

S56.10　台風24号
綾瀬川激特事業採択 伝右川排水機場建設着手等

台

杉戸町

野田市

千葉県首都圏外郭放水路

庄和排水機場

Ｐ

改修前川幅約30m 改修後川幅約60mS57.  9　台風18号
新方川激特事業採択 河川改修（県管理区間）着手

S58　中川・綾瀬川流域整備計画策定
S59綾瀬排水機場暫定
　　　　　　（50m3/s）

S61.  8　台風10号
綾瀬川激特事業採択 河道拡幅着手、橋梁架替え着手、

綾瀬川放水路促進等

宮代町
春日部市

流山市
松伏町

吉川市

千葉県首都圏外郭放水路

三郷排水機場

Ｐ

H  3.  9　台風18号
綾瀬川激特事業採択 綾瀬排水機場増設着手、

堀切菖蒲水門建設着手等
H4綾瀬川放水路暫定通水
　　　　　　　　　　（25m3/s）

H5　工事実施基本計画改定
H６綾瀬川放水路機場25m3/s増設
　　　　　　　　　（計50m3/s）
H６三郷放水路機場50m3/s増設

越谷市

八潮市さいたま市

草加市

埼玉県

Ｐ
三郷放水路

綾瀬川放水路

Ｐ

八潮排水機場

Ｐ

伝右川排水機場

H６三郷放水路機場50m3/s増設
　　　　　　　　　（計150m3/s）
H7綾瀬排水機場50m3/s増設
　　　　　　　　　（計100m3/s）
H8三郷放水路機場50m3/s増設
　　　　　　　　　（計200m3/s）
H10綾瀬川放水路機場50m3/s増設
　　　　　　　　　（計100m3/s）

H12　中川・綾瀬川流域整備計画改定
目標安全度W=1/10

足立区

葛飾区

川口市

鳩ヶ谷市
綾瀬排水機場Ｐ

４※一部完成堤防あり

       目標安全度W 1/10
       目 標 流 量  吉川：550m3/s
　　　　　　　   谷古宇：40m3/s

H18　利根川水系河川整備基本方針策定
       目標安全度W=1/100
       計画高水流量  吉川：1,100m3/s
                           谷古宇：90m3/s H18首都圏外郭放水路通水

　　　　　　　　　（200m3/s）



２．事業の概要（総合的な治水対策の取り組み）

●急激な都市化の進展に対して、昭和58年8月に流域内関係機関（現20市3区6町1都2県）の合意のも
と「中川 綾瀬川流域整備計画 を策定し 総合的な治水対策（河川整備 貯留 浸透対策 遊水機能と「中川・綾瀬川流域整備計画」を策定し、総合的な治水対策（河川整備、貯留・浸透対策、遊水機能
保全）を講じてきた。

●流域整備計画では、概ね10年間を整備期間として、想定市街化率を38％（H５）と見込み、流域対策を
前提に、10年に１回程度の洪水（流域平均48時間降雨量217mm）に対し、治水安全度を確保するもの前提に、10年に１回程度の洪水（流域平均48時間降雨量217mm）に対し、治水安全度を確保するもの
とした。

●しかし、市街化の進展（H５時点の想定市街化率38％に対し、実績43％）等により、平成12年に想定市
街化率を51％（H22）と修正した上で、流域整備計画の改定をした。

中川・綾瀬川流域 総合的な治水対策

総有効雨量
１７，９００万m3

河川分担量
１４，９５０万m3

市街地湛水

湛 水 量 分 担 計 画流域平均48時間雨量
217mm(1/10)

総有効雨量
１７，９００万m3

河川分担量
１４，９５０万m3

市街地湛水

総有効雨量
１７，９００万m3

河川分担量
１４，９５０万m3

市街地湛水

総有効雨量
１７，９００万m3

河川分担量
１４，９５０万m3

市街地湛水

湛 水 量 分 担 計 画流域平均48時間雨量
217mm(1/10)

校 庭 貯 留 保水・遊水機能の保全

流域湛水量

流域分担量

２，９５０万m3

２，１５０万m3

市街地湛水
０m3

流域対策等

８００万m3

農地湛水（無被害）

２，１５０万m3

想定市街化率51%

流域湛水量

流域分担量

２，９５０万m3

２，１５０万m3

市街地湛水
０m3

流域対策等

８００万m3

農地湛水（無被害）

２，１５０万m3

流域湛水量

流域分担量

２，９５０万m3

２，１５０万m3

市街地湛水
０m3

２，９５０万m3

２，１５０万m3

市街地湛水
０m3

流域対策等

８００万m3

流域対策等

８００万m3

農地湛水（無被害）

２，１５０万m3

想定市街化率51%

※ 農地湛水状況
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河川改修事業範囲

盛土の進行状況



２．事業の概要（総合的な治水対策の取り組み）

●現在、流域整備計画改定（Ｈ１２）より概ね１０年経過し、想定市街化率５１％になりつつある。
●現計画に対する河川改修及び流域対策の進捗状況は約７割程度であり なお 層の対策の推進が●現計画に対する河川改修及び流域対策の進捗状況は約７割程度であり、なお一層の対策の推進が

必要となっている。
●直轄河川分担の整備率は、放水路・排水機場の整備に比べ、河道改修の整備率が低くなっている。

これは、流域における一定の安全度を早期に発現させるため、暫定堤防（計画高水位の高さ）の整備これは、流域における 定の安全度を早期に発現させるため、暫定堤防（計画高水位の高さ）の整備
を優先させたためである。（暫定堤防を含む整備率８４．３％：H21現在）

●今後、洪水の風浪、うねり、跳水等による一時的な水位上昇に対し必要な高さを考慮した完成堤防と
して整備を完了させていく予定である。

単位 全体計画 平成21年度迄 整備率(％)

市 街 率 推定

99.5％
90

100

市街化率

(51%)

治水対策進捗状況（Ｈ２１末時点）

市 街 化 率 ％ 51.10 51.3（推定） 100.4

流 域 対 策
（ 流 域 自 治 体 ）

万m3 800 641 80.1

河 道 整 備
（国及び都県）

km 276 169 61.2

－

30

40

50

60

70

80

流域対策

(800万m3)

ポンプ

（965m3/s）

調 節 池
（ 埼 玉 県 ）

万m3 1,491 976 65.5

ポ ン プ
（ 国 及 び 流 域 自 治 体 ）

m3/s 965.0 760.0 78.8

直轄河川分担における整備進捗状況（Ｈ２１末時点）

80.1％78.8％

0

10

20

(800万m3)（965m3/s）

直轄河川分担における整備進捗状況（Ｈ２１末時点）

61.2％
65.5％

河道整備調節池

全体計画 H21末実施済み 整備率

7.8 26.1%

(25.2)※ (84.3%)※
河道改修 km

放水路

29.9

６

河道整備

(269km)

調節池

（1,491万m3） km 11.8 11.8 100.0%

m3/s 565.0 515.0 91.2%

※暫定堤防を含む実施済み延長及び整備率

放水路

排水機場



３．今後の改修方針
○第１段階（当面７年間の対策）

中川 綾瀬川のうち 綾瀬川については 堤防が計画高水位以上で概成していること 綾瀬川放水路～三郷放水路により中川中川・綾瀬川のうち、綾瀬川については、堤防が計画高水位以上で概成していること、綾瀬川放水路～三郷放水路により中川
～江戸川に洪水を排水する施設が概成していることから当面の整備は中川の堤防整備を実施する。

中川の流下能力が不足している箇所のうち、
①家屋の浸水実績のある引堤区間及び無堤部を最優先に整備し、流下能力の向上を図る。
②また、同時に綾瀬川放水路により中川の洪水流量が増大する放水路区間の堤防を嵩上げし、流下能力の向上を図る。②また、同時に綾瀬川放水路により中川の洪水流量が増大する放水路区間の堤防を嵩上げし、流下能力の向上を図る。
③その後、 流下能力が不足している下流部区間について順次堤防を嵩上げし、流下能力の向上を図る。

○第２段階（概ね２０年の対策）
④引き続き、流下能力が不足している下流部区間の堤防を嵩上げを継続実施し、完成後、
⑤その上流右岸 中流部伊勢野Ⅱ地区の築堤 ⑥上流部の堤防嵩上げ を順次実施し 流下能力の向上を図る⑤その上流右岸、中流部伊勢野Ⅱ地区の築堤、 ⑥上流部の堤防嵩上げ を順次実施し、流下能力の向上を図る。
⑦築堤整備完了後、八潮排水機場 50m3/s増強、 ⑧新方川合流点水門の設置などの施設整備に着手する。
⑨中川の改修後、 綾瀬川の堤防嵩上げを実施。

整備メニュー 概ね７年 概ね２０年 事業費（億円）

　＜中川 築堤＞

第１段階 　①引堤区間及び無堤部 築堤 140
　②放水路区間 堤防嵩上げ 23
　③下流部 堤防嵩上げ 21

①

②

③

橋梁取付部処理

　＜中川 築堤＞

第２段階 　④下流部 堤防嵩上げ 140
　⑤右岸中流部伊勢野Ⅱ地区 築堤 25

⑥上流部 堤防嵩上げ 14

④

⑤

⑥
⑥ 流部 堤防嵩 げ 14

　＜中川 施設整備＞

　⑦八潮排水機場増設 78
　⑧新方川合流点水門設置 34

⑦

⑧

７

　＜綾瀬川 築堤＞

　⑨綾瀬川堤防嵩上げ 26

合　　計　　 501

⑨



３．今後の改修方針（箇所別位置図）

　：　整 備 済 み

【 凡　　　例 】 ②放水路区間の堤防嵩上げ

野田市
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４．費用対効果の分析（費用対効果の算出方法）

想定氾濫区域の設定

便益（B） 総費用（C）

総事業費（建設費）の算出
事業費の算出は、事業着手時から現在
までの実績事業費と現在から完成まで

●氾濫計算
計画規模の洪水及び発生確率が異なる洪水規
模で各氾濫ブロックごとに氾濫計算を実施

・整 備 期 間 ：平成１２年から平成４１年
（３０年）

河道条件等 平成１１年度事業着手時
想定氾濫区域の設定 総事業費（建設費）の算出 までの実績事業費と現在から完成まで

の残事業費を合算して総事業費を算出
・河道条件等 ：平成１１年度事業着手時

河道
平成２１年度現況河道

・対 象 波 形 ：昭和33年9月洪水
・対 象 規 模 ：１/２、１/３、１/５、１/１０、

１/３０、１/５０、１/１００

想定被害額の算出
流量規模別に各氾濫ブロックごとの被害額を
算出
●直接被害

・一般資産被害（家屋、家庭用品、
事業所資産等）

・農作物被害
公共土木施設被害 維持管理費の算出

維持管理費は、直近５カ年の建設費に
対する維持管理費の平均的な比率を求

年平均被害軽減期待額

・公共土木施設被害
●間接被害

・営業停止損失
・家庭における応急対策費用
・事業所における応急対策費用

維持管理費の算出
め、これが定常的に支出されると想定し、
費用を算出

また、事業完了後50年間の維持管理費
は整備期間内の維持管理費の平均値と
する。

●被害軽減額
事業を実施しない場合（without）と事業を実施
した場合（with）の差分

●年平均被害軽減期待額
被害軽減額に洪水の生起確率を乗じた流量規

残存価値の算出

総便益（B）の算出

減額 洪 流 規
模別年平均被害額を累計することにより算出

事業期間に加え、事業完了後50年間を評価対
象期間として、年平均被害軽減期待額に残存
価値を加えて総便益（B）とする

総費用（C）の算出 ※費用は年4％の社会的割引率及びデ
フレーターを考慮して現在価値化して
いる。

※便益は年4％の社会的割引率を考慮して現
在価値化している。

費用対効果（B/C）の算出
９



４．費用対効果の分析（被害額の算出方法）

被害項目 算出方法と根拠 （治水経済調査マニュアル(案)より） 対象区域

一
般
資
産

家屋 被害額＝（延床面積）×（評価額）×（浸水深に応じた被害率）

家庭用品 被害額＝（世帯数）×（評価額）×（浸水深に応じた被害率）

直
接
被
害

産
被
害 洪水流の氾濫

区域に適用

事業所償却・在庫資産 被害額＝（従業者数）×（評価額）×（浸水深に応じた被害率）

農漁家償却・在庫資産 被害額＝（農漁家戸数）×（評価額）×（浸水深に応じた被害率）

農作物被害 被害額＝（農作物資産額）×（浸水深及び浸水日数に応じた被害率）

公共土木施設等被害 被害額＝（一般資産被害額）×（一般資産被害額に対する被害比率）

営業停止損失 被害額＝（従業者数）×（(浸水深に応じた営業停止日数＋停滞日数)／2）×（付加価値額）

間
接
被
害

営業停止損失 被害額＝（従業者数）×（(浸水深に応じた営業停止日数＋停滞日数)／2）×（付加価値額）

洪水流の氾濫
区域に適用

応
急
対

家庭における応急対策費用
(清掃労働対価)

清掃労働対価＝（世帯数）×（労働対価評価額）×（浸水深に応じた清掃延日数）

家庭における応急対策費用
(代替活動等に伴う支出増)

代替活動等に伴う支出増＝（世帯数）×（浸水深に応じた代替活動等支出負担単価）
害 策

費
用

(代替活動等に伴う支出増)
代替活動等 伴う支出増 （世帯数） （浸水深 代替活動等支出負担単価）

事業所における応急対策費用 事業所における応急対策費用＝（事業所数）×（浸水深に応じた代替活動等支出負担単価）

・資産データ ：平成１７年度国勢調査、平成１８年度事業所・企業統計調査、

平成１８年度国土数値情報、平成１２年度（財）日本建設情報総合センター

10



４．費用対効果の分析

●河川改修事業に関する全体事業費
工　　　　種 全体事業費 H22までの実施額 残事業費

　　・中川 築堤 ９２５億円 ５６２億円 ３６３億円

　　・中川 施設整備 ２，３９０億円 ２，２７８億円 １１２億円

　　・綾瀬川 築堤 ９６億円 ７０億円 ２６億円

改修事業 関す 体事業費

　　 綾瀬川 築堤 億円 億円 億円

合　　　　計 ３，４１１億円 ２，９１０億円 ５０１億円

●河川改修事業に関する総便益（Ｂ） ●河川改修事業に関する総費用（Ｃ）
河川改修事業に係わる便益は、洪水氾濫区域における
家屋 農作物 公共施設等に想定される被害に対して

河川改修事業に係わる建設費及び維持管理費を計上

全体事業に対する総便益(Ｂ) 

①被害軽減効果 ４９，７３６億円

全体事業に対する総費用(Ｃ) 

④建設費 ４，５７７億円

家屋、農作物、公共施設等に想定される被害に対して、
年平均被害軽減期待額を「治水経済調査マニュアル
（案）」に基づき計上

①被害軽減効果 ， 億円

②残存価値 ３０５億円

③総便益(①+②) ５０，０４１億円

④建設費 ， 億

⑤維持管理費 ９６億円

⑥総費用(④+⑤) ４，６７３億円

算 結 費 便益

※ 社会的割引率（年4%）及びデフレーターを用いて現在価値化を行い費用を算定

便益の現在価値化の合計＋残存価値
Ｂ／Ｃ ＝

建設費の現在価値化の合計＋維持管理費の現在価値化の合計

●算定結果（費用便益比）

＝ １０．７（全体事業：Ｈ１２～Ｈ４１） 前回Ｂ／Ｃ ＝ １２．５（※）

※ 今回対象とした全体事業は 安全度 を目標とした「流域整備計画 見込む河川整備メ を対※ 今回対象とした全体事業は、安全度1/10を目標とした「流域整備計画」で見込む河川整備メニューを対
象としているが、前回対象とした全体事業は、安全度1/100を目標とした「工事実施基本計画」で見込む
整備メニューを対象としているため、数値の比較はできない。

1１



４．費用対効果の分析（参考）

●河川改修事業に関する総便益（ ）●河川改修事業に関する総便益（Ｂ）

河川改修事業に係わる便益は、洪水氾濫区域における家屋、農作物、公共施設等に想定される被害に対し
て、年平均被害軽減期待額を「治水経済調査マニュアル（案）」に基づき計上

当面7年間事業に対する総便益(Ｂ) 

①被害軽減効果 １５，０１８億円

②残存価値 １５億円

残事業に対する総便益(Ｂ) 

①被害軽減効果 ３４，５３６億円

②残存価値 ２３億円

③総便益(①+②) １５，０３３億円

●河川改修事業に関する総費用（Ｃ）

※ 社会的割引率（年4%）及びデフレーターを用いて現在価値化を行い費用を算定

③総便益(①+②) ３４，５５９億円

●河川改修事業に関する総費用（Ｃ）

当面7年間事業に対する総費用(Ｃ) 

河川改修事業に係わる建設費及び維持管理費を計上

残事業に対する総費用(Ｃ) 

④建設費 １４１億円

⑤維持管理費 ５５億円

⑥総費用(④+⑤) １９６億円

④建設費 ３４０億円

⑤維持管理費 ５９億円

⑥総費用(④+⑤) ３９９億円

便益の現在価値化の合計＋残存価値
Ｂ／Ｃ ＝

建設費の現在価値化の合計＋維持管理費の現在価値化の合計

●算定結果（費用便益比）

建設費の現在価値化の合計＋維持管理費の現在価値化の合計

＝ ８６．６（残事業：Ｈ２３～Ｈ４１）、７６．８（当面７年間の事業：Ｈ２３～Ｈ２９） 1２



４．費用対効果の分析（投資効果）

当面7年間による効果（流域整備計画規模)

着手時 H23年度 整備後 H29年度

●当面7年間事業が完成することで、中川右岸上流の越谷地区周辺の浸水被害が解消される。

31 0k◎

吉川橋

吉川市

越谷市

◎31.0k
31.0k◎

13

浸水世帯数 ： 49,938戸 氾濫面積 ： 16.56km2

床下浸水 ： 小中学校８、病院３、養護施設２
床上浸水 ： 小中学校９、病院１、養護施設３、変電所１

浸水世帯数 ： 62,474戸 氾濫面積 ： 20.90km2

床下浸水 ： 小中学校１１、病院３、養護施設２、変電所１
床上浸水 ： 小中学校１０、病院１、養護施設４、変電所１



４．費用対効果の分析（投資効果）

残事業による効果（流域整備計画規模)

●当該計画の整備が完成すると、人口密集地域の浸水被害が解消され、無被害となる。

着手時 H23年度 流域整備計画完成 H41年度

吉川市◎31.0k
31.0k◎

吉川橋

越谷市

◎16.0k16.0k◎

三郷市

葛飾区

◎15.0k
15.0k◎足立区

14

浸水世帯数 ： 62,474戸 氾濫面積 ： 20.90km2

床下浸水 ： 小中学校１１、病院３、養護施設２、変電所１
床上浸水 ： 小中学校１０、病院１、養護施設４、変電所１

浸水世帯数 ： 0戸 氾濫面積 ： 0km2

床下浸水 ： ０
床上浸水 ： ０



４．費用対効果の分析（投資効果）

全体事業による効果（流域整備計画規模)

●当該計画の整備が完成すると、人口密集地域の浸水被害が解消され、無被害となる。

流域整備計画完成 H41年度着手時 H12年度

吉川市◎31.0k
31.0k◎

吉川橋

越谷市

◎16.0k16.0k◎

三郷市

葛飾区

◎15.0k
15.0k◎足立区

15

浸水世帯数 ： 65,575戸 氾濫面積 ： 23.42km2

床下浸水 ： 小中学校１０、病院３、養護施設２、変電所１
床上浸水 ： 小中学校１１、病院１、養護施設４、変電所１

浸水世帯数 ： 0戸 氾濫面積 ： 0km2

床下浸水 ： ０
床上浸水 ： ０



５．コスト縮減

について土砂確保の当面とする必要で中川築堤
●中川で必要とする盛土材は当面 他工事からの建設発生土を受け入れ使用し その後 高水敷掘●中川で必要とする盛土材は当面、他工事からの建設発生土を受け入れ使用し、その後、高水敷掘

削や低水路掘削により土砂を確保する予定。
●他工事からの発生土を受け入れることで、購入土と比較して１０％程度のコスト縮減が可能となる。

中
川

三
郷
放
水
路

中川築堤関係　当面の土砂について 単位：m3

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 備考

中川築堤必要土量(予定） 61,800 41,400 39,240 32,000 9,000 7,000 7,000

越川レイクタウン排出土(予定） 84,000 87,000 41,000 0 0 0 0 H25完

UCR等公共発生土受入れ（予定） 0 0 0 22,000 0 0 0

河道等掘削(予定） 0 0 0 10,000 9,000 7,000 7,000

※必要土量は追加までの最大量を想定 川
下
流
出
張
所

中
川
橋

中
川
大
橋

京
成
線
橋

高
砂
橋

大
場
川

潮
止
橋

飯
塚
橋

常
磐
線
橋

三 郷 市
吉 川 市

中 川→

吉
川
橋

武
蔵
野
線
橋

八
条
橋

共
和
橋

弥
生
橋

新
川
橋

※必要土量は追加までの最大量を想定
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６．再評価の視点

①事業の必要性等に関する視点（事業の投資効果）①事業の必要性等に関する視点（事業の投資効果）

1）事業を巡る社会経済情勢等の変化
●近年、流域内において、ますます開発が進み市街化が拡大されていく中で、河道へ

流出する洪水の増大も予想され、それらの洪水を安全に流下させるための当該事業
の必要性も高ま ていますの必要性も高まっています。

2）事業の投資効果

平成22年度評価時 Ｂ／Ｃ Ｂ（億円） Ｃ（億円）

中川・綾瀬川

直轄河川改修事業
１０．７ ５０，０４１ ４，６７３

②事業の進捗状況・事業の進捗の見込みの視点

現在、事業は中川右岸中上流部の堤防整備区間の用地取得を先行し堤防整備を進めているとこ
ろであり、自治体並びに住民も事業に期待しており、支障なく事業が進むと思われます。ろであり、自治体並びに住民も事業に期待しており、支障なく事業が進むと思われます。

③コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

●築堤のための材料については、他事業（越谷レイクタウン特定土地区画整理事業、大相模調節地

整備事業）からの発生土や 河道掘削による採取土を利用するなど コスト縮減に努めます整備事業）からの発生土や、河道掘削による採取土を利用するなど、コスト縮減に努めます。

1７



７．再評価における都道府県・政令市への意見聴取

・再評価における都道府県・政令市の意見は下記の通り。

都道府県・政令市 再評価における意見都道府県 政令市 再評価における意見

埼玉県

低平地である中川・綾瀬川流域は、急激な都市化の進展に伴い、雨水流出量の増大によ
る水害の危険性の高い地域である。

このため、今後も中川・綾瀬川直轄河川改修を進め治水安全度の向上を図る必要がある。埼玉県 このため、今後も中川 綾瀬川直轄河川改修を進め治水安全度の向上を図る必要がある。

なお、事業の実施にあたっては、引き続き、コスト縮減に十分留意し、効率的効果的な整
備をお願いしたい。

東京都
過去の水害実績や、流域沿川の人口・資産の集積状況を鑑みると、中川・綾瀬川の河川

改修事業 す役割 常 き東京都 改修事業の果たす役割は非常に大きい。

引き続きコスト縮減に取り組み、地元の意見を十分に聞きながら事業を継続されたい。

８．今後の対応方針（原案）

●現段階においても、当事業の必要性は変わっておらず、順調な進捗が見込まれることから、引き続
き 事業を継続する とが妥 と考 ます

８．今後の対応方針（原案）

き、事業を継続することが妥当と考えます。
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９．参考（中川流下能力図）

氾濫区域内資産：45,476億円

測 量 年 度：平成21年度

植生調査年度：平成21年度

氾濫区域内資産：28,434億円
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９．参考（綾瀬川流下能力図）
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１０．全体事業B/Cと残事業B/Cとの違いについて
全体事業のB/C＝１０．７に対し、残事業のB/C＝８６．６と高くなっている要因は、以下のとおりである。

●これまでの事業は、主に、首都圏外郭放水路の整備及び堤防用地の取得・整備等が行われてきたが、堤防整備に
ついては一連区間の整備が完了した後に便益が発生する事業であるため、多くの区間で堤防整備が完了していな
い中川・綾瀬川においては、これまでは堤防整備による大きな便益が発生していなかった。

●中川・綾瀬川は、今後、多くの区間で堤防整備が完了する段階になったため、便益が発現し始めると共に、特に、こ
の地域は市街化が進んでおり治水事業により守られる資産が高密度に存在することから、高い便益の発現が見込
まれている。

（参考） 「これまでの事業Ｂ／Ｃ」と「残事業に対するＢ／Ｃ」の比較（参考） 「これまでの事業Ｂ／Ｃ」と「残事業に対するＢ／Ｃ」の比較

●これまでの事業（Ｈ１２～Ｈ２２）に対するＢ／Ｃ＝１．４

●残事業（Ｈ２３～Ｈ４１）に対するＢ／Ｃ＝８６．６

種別 これまでの事業費 残事業費 計

これまでの事業費と残事業費（億円）

●残事業（ ）に対する ／

種別 これまでの事業費 残事業費 計

堤防整備 632 389 1.021

用地費 397 61 458

工事費 235 328 563工事費 235 328 563

八潮排水機場 0 78 78

新方川水門 0 34 34

首都圏外郭放水路 2 278 0 2 278首都圏外郭放水路 2,278 0 2,278

計 2,910 501 3,411

85.3％ 14.7％ 100％ ２１
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